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2009 年  05 月  01 日  

熊野の旅 明日から本当の連休  

 テレビでは、もう連休に入ったように言っていますが、２６日からとか２９日から

連休に入る人達は、海外旅行に出かけるか、半分レイオフ状態で行楽どころじゃない

かどちらかでしょう。 
 だから中途半端に国内旅行には出ないようです。 

 
 今日は平日です。 
 今の時間は午前１１時…我が家の前の国道を走るのは、地元のトラックとか仕事の

車がほとんどです。 
 乗用車も「三重ナンバー」がほとんどです。 
 ほんの少し車が多いのかなあ…とも思いますが、熊野古道歩きの人は何度か外に出

て眺めますが見かけませんね。 
 この時間だと、松本峠を歩く人の午前中組みは降りてきて獅子岩・花の窟神社向け

にここいら辺を歩く時間なのですがねえ… 

 
 と、言うことで浜を覗きに行ってきました。 
 鯉のぼりが獅子岩から我が家のそばまでずっとつながって泳いでいました。 
 その数、公称２００匹…ところどころ強風でちぎられて欠けてはいますが、綺麗に

並んでいます。 
 浜の出口から全部見渡せるのですが、ここも人影はありませんでした。 
 やっぱり、ここ熊野は『平日』のようです。 

 

 明日からは、中小企業でも連休のところが増えますね。 
 少しは人が増えるでしょうかね？ 
 連休ともなると、この辺の人はよそへ出かけることになりますが、出入り、差し引



き勘定はどんなものなのでしょう？ 
 見込み人数を比べれば、南紀全域でも１０万人、外来見込みは三重県だけでも２０

０万人、大阪、名古屋などを足すと… 
 遊びに出てゆく人の１０0 倍も２０0 倍も来なくては勘定が合いません。 
 この辺の人がよそへ行くと買い物などで随分お金を使います。お登りさんですから

ね。 
 そちらの出入り計算もあっているのでしょうかね？ 
 私も５日には安城だか刈谷だかに行かなくてはなりません。 
 連休に走るなんて昔からしていませんが、一度くらいは良いでしょうかね。 
 番外のネタの落ちているようなところでもなさそうですが、何かを拾ってこれたら

載せます。 
 千円の高速を使ったほうが良いのか悪いのか… 

  
Tags:熊野市 国道４２号線 熊野古道           by je2luz | 2009-05-01 11:3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009 年  05 月  02 日  

熊野の旅 他府県ナンバー  

 今日からは普通のゴールデンウィークの連休に入りました。 
 国道４２号線は渋滞なんて起きませんが、少しだけ他府県ナンバーの車が混じるよ

うになりました。 
 と、言っても、普段から走っている流通業界のデリバリー便のパネルバンなどは休

まずに働いています。 
 テレビなどの業界人はサラリーマン感覚ですから、日本中がサラリーマンで暦が赤

く塗ってあれば休みだと言う発想でしゃべりますが、そうしてしゃべっているマスコ

ミ人を含め、日本のかなりの部分は休んでいないのですよね。 
 ことしは、レイオフ的な長期休暇の人も居るし、若い人では失業中の人も多いし…

田舎ではお百姓さんも農繁期に入ってきています。 
 休めない、遊べない人の割合は「パーセント」ではなく「割」で表せるほど多いで

しょうね。 
 私は年中連休なので取り立ててゴールデンウィークなんてありません。 



 

 今の時間は午前１０時０８分です。 
 早朝に名古屋・大阪を出発した行楽客の車が到着する時間です。 
 日帰り客はもう第一目的地で行動しているでしょうね。 
 今日も上天気…でも、ものすごい霞です。 
 浜辺でぼんやりしていれば、眠くなること間違いなしの天気です。 
 カメラを肩にやってきた人には少しばかり気の毒な位の霞み具合です。 
 ５月・「皐月の空」と言うと、スカッと晴れた。透き通るようの青空を思い浮かべ

ますが、中々そんな空にはなりませんね。 

 
 大型連休で旅行するとなると、「南紀」や「熊野古道」なんてすごく不利ですね。 
 旅館も少ないです。名の通った温泉場は「勝浦・湯川」と「白浜・椿」くらいです。 
 まだ、熊野の「簡保センター」は残っていますが、安い宿泊所なんて少ないです。 
 随分昔に、円が３６０円でなくなった頃からは、国内旅行が割高になっていますが、

この辺りまでやってきて、勝浦温泉に二泊も三泊もしていると、同じ世界遺産でもイ

ンドネシア「ボロブドゥール」へ行った方が安くなるくらいです。 
 「高菜のめはり寿司」を食べるより「ナシゴレン」の方が安いかも… 

  
 それでも、熊野や吉野の神々・諸仏は今の日本語でも通じると思います。 
 １０円か１００円で「五穀豊穣・国家安泰・家内安全・夫婦円満・学業成就…」全

部お願いする人も多いのですから、宿泊費の高いくらいは十分元が引けると思います。 
 いやいや… 
 お賽銭の額ではない… 
 『貧者の一灯』ではないですが、心行きの問題だと言う、「ありがたい教え」を大

切にしましょう。 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ          by je2luz | 2009-05-02 10:36  



2009 年  05 月  03 日  

熊野の旅 広報くまの ５月号 月例ですが、これはすご

い・・・ 
 

 今日は連休の真ん中辺、『憲法記念日』です。 
 この祭日は１１月３日の文化の日とセットです。 
 日本国憲法の公布は昭和２２年１１月３日です。そして、実際に運用されるように

なったのは翌年、昭和２３年５月３日に施行されてからです。 
 表面的に目立つ「施行の日」を『憲法記念日』とし、もう片方、１１月３日を『文

化の日』としたのです。 
 今のように国民の休日・祭日がやたら遠くなかった時代、週休二日でもなかったの

でこうした『旗日』は嬉しかったものです。 
 憲法記念日や文化に日が段々目立たなくなると共に、「平和憲法」も段々目立たな

くなっておかしな方向での解釈も増えているようです。 
 日本人お得意の「はっきりさせない」「まあまあ…」などというやり方で、国の基

本の憲法まで変質させてゆくようです。 

 
 さて、今月も『広報くまの』が配られてきました。 
 日本国憲法には 
 第二十五条  すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。 
 と書いてあります。 
 まあ、昔に比べれば田舎も随分文化的な生活にはなりましたが… 

 
 人の動き 
   人口    20.439 （-182） 
    男    9.485  （-127） 
    女    10.954  （-55） 
   世帯数   9.977  （-90） 

 
  ものすごい数字です。 
 別に豚インフルエンザが入り込んだわけではありません。 
 ペストやコレラの疫病が流行ったのでもありません。 
 お亡くなりになった方も、お年寄りばかりでいつもの月と同じくらいです。 
 なのに、どうして？ 

 
 大きな電気関連や自動車産業の工場も下請けもあるわけではありません。 
 派遣労働者すら居ないところですからね。 
 行政改革でお役所の出先が閉鎖なった話も聞きません。 
 これは、高校・高専の卒業に関係あるのでしょうね。 
 近畿大学系列の『近大高専』は今では男女共学ですが、女の子はちらほら程度でや

はり男の子の学校です。 
 県立の『木本高等学校』と『紀南高等学校』はほぼ同数の男女比のようですけどね。 



 高専の場合、よそから来られる生徒さんも居られ、住民票も移すようですが、卒業

と同時に地元出身の人を含め全員がよそに行ってしまいます。 
 この数字は４月１日のものですから、その転出手続きが完了した数字でしょう。 
 よそからの生徒さんが今年も入学してくれば、次の時に少しは戻るのかもしれませ

んが、子供の数の減少で高専自体の存続がずっと問題になっています。 
 優待、特待の生徒を一生懸命に勧誘していますが、それでは頭数の確保にはなって

も経営的にはちっとも改善されませんからね。 
 何時まで持ちこたえてくれるのやら… 

 
 限界集落化してくると、そこで暮らすお年よりはおかずや米さえ手に入らなくなっ

てきます。 
 それこそ、憲法２５条の『文化的生活』が保てなくなります。 
 熊野にも、山間部と海岸線にそうした集落とか一軒家が点在しています。 
 街中でも、一人住まいで孤立している老人が多いのですからね。 

 
 今年中には１万戸をきりそうだ…と書いたらすぐに切れてしまいました。 
 私も一人住まいで、住民票でもひとりになっています。 
 それでも… 
 熊野に居れば、戸数では一万分の一です。 
 それに、統計上の老人でも… 
 熊野に居れば、「若い衆」です。 すごいでしょう！ 

 

 カメラは ニコマート EL＋シグマワイドズーム＋TRI-X 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ            by je2luz | 2009-05-03 11:42 



2009 年  05 月  04 日  

熊野の旅 人間と獣の関係  

 ミュージカルなどには『美女と野獣』なんてのがあります。 
 今、日本の田舎ではその「美女」が居なくなって。「元美女」が増えています。 
 そして、近年の悩みは『婆と野獣』の関係です。 
 「野獣」もディズニーなどのようなものではなく、本物のけだものたちです。 

 
 明治期に狂犬病の流行だったらしいですが、「日本狼」が絶滅したらしいのですが、

他の獣は増える一方です。 
 学者に言わせると「ツキノワグマ」は絶滅しかけているとか言いますが、この辺で

はまだまだうろついているようです。 
 戦中・戦後の食糧難に時代には貴重な蛋白源・食料として山の獣は追い掛け回され

ましたが、飽食の時代になって食料として獲ると言うことも減って、いわゆる『遊猟』

に変わったのです。 
 その頃からは、本職的な人が居なくなって行き、日曜ハンターが増えました。 
 そして、そうした時代に入って何十年にもなります。 
 当然、『猟師』が居なくなって『鉄砲持ち』になり、その『鉄砲持ち』が老齢化し

ています。統計上でも「老人」になる年齢の人が増えてしまい、山を駆け回ることも

なくなってきました。おかげさまで、都会の人なら喜ぶような光景が日常的に見られ

るようになってきました。 

 
 家の庭にも屋根の上にも『猿』が姿を見せます。 
 夜ともなると、お庭で足音が… 
 来客ではありません。 
 鹿やイノシシたちです。 
 狸なんてのは街中でも見かけます。 
 こいつらは、決して遊びに来ているのではありません。 
 人里へ食事に来ているのです。 
 大根・トマト・茄子・きゅうり・瓜・すいか・サツマイモ・かぼちゃ・にんじん・

みかん・柿…みんなおいしい食べ物なのです。 
 探し回らなくても、軟らかな土のところに一杯生えているし、人間は大きくなるま

では採らないし…うまく行けば、生よりおいしい「干し柿」や「干し芋」になってぶ

ら下がっているし・・・ 
 おまけに、その辺にいるのは。足も遅いし、石も投げられない『ばあさん』ばかり

です。 
 『裸 天国 琵琶湖温泉 ホテル紅葉』なんて CM があったようですが… 
 『おさる 天国 ばあさんご苦労 田舎の一軒屋』 ってことです。 

 
 そこで… 
 熊野市では… 
 『獣害対策』に『威嚇用電動ガン』を貸し出すようになりました。 
 東京の郊外では「戦争ごっこ」の公園建設でもめているようですが、ここでは『市



役所』が格好よい自動小銃型のを貸してくれるのです。 
 これが、若者の娯楽用ではなく、老人の生活防衛用であるところが悲しいところで

す。 
 中東の田舎並みに、お年寄りが手ぬぐいでほうかむりして、手に自動小銃…と言う

光景が普通になりそうです。 

 
 もう一つ… 
 イノシシなどを防ぐための『電気柵』などにも補助金が出ます。 
 今では田舎で普通に見られる、細い電線を張りまわした柵の設置には資材の半分も

しくは５万円を上限に補助がでます。 
 これも、外国で見られる、自分の土地は鉄条網で守る…と同じですね。 

 
 日活では昔、西部劇まがいの映画を撮りましたが・・・ 
 『さすらいのガンマン』ならぬ『老いぼれのガンマン』、『人生の夕暮れガンマン』

なんて光景が出現です。 
 そうですね、その人達は小林明なんかの世代なんですね。 

 
 『シェーン』なんて映画では、格好よい流れ者のガンマンがお母さんと小さな子供

の家を守ってやり、又、格好よく去ってゆくのですが、今の日本の田舎では「シェー

ン」も守ってあげたくならないような… 
 いやいや… 
 今では「シェーン」もそれに似合う年頃でしょうけどね。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ   松本峠      by je2luz | 2009-05-04 11:02  



2009 年  05 月  06 日  

熊野の旅 どうも納得できない・・・交通渋滞ニュース  

 昨日五月五日はちょいと豊田・安城まで走ってきました。 
 早朝６時１０分自宅発、国道４２号線、国道２３号線で津駅まで・・・途中給油し

て８時４５分着・・・正味２時間半ですから普通です。 
 天候は雨、もちろん高速なんかは使いません。 
 取り立てて対向車が多いわけでもなし、非常にスムーズに流れていました。 
 津駅で息子を拾って近畿自動車道伊勢高速の津インターへ… 
 そこから、伊勢高速・東名阪・伊勢湾岸道路を走って豊田南まで・・・ 
 これまた空っぽに近い状態を走ってスムーズに１１時には到着…天候はところど

ころ雨と乾いた路面の繰り返しでした。 
 こんな路面で、車は「アルトのバン」です。 
 速いわけが無いのに速かったです。 

  
 帰りは高速を使うほどではなさそうなので、国道１号線・国道２３号線（名四国道）

を走って津まで戻り息子を駅で降ろして、そのまま下の道を使って熊野まで走りまし

た。 
 天候は全線ほぼウェットでしたが、流れは非常にスムーズでした。 
 もちろん停滞は無し… 
 ２３号線名古屋市内区間などはいつもどおり車は 80Km から 100Km で疾走して

いました。 
 そして、いつものように自然渋滞らしきのが二箇所ほど…でも、信号待ちだけでし

たね。 

 
 このコ－スを走っている分には連休など関係ないようです。 
 朝からの雨なので日帰りの行楽客が出ていないということもあるでしょうね。 
 途中、松阪で夕食に立ち寄った『餃子の王将』は混んでいましたね。 
 雨でも夕食くらいはは外に食べにでていたようです。 

  
 で… 
 結局はまっすぐ往復してしまい、「ネタ」は拾えませんでした。 
 帰ってきてニュースを見ると… 
 『高速道路は各地で渋滞』なんてやっていました。 
 なんだか、講演会の報告で会館に１００人ほどしか入っていないのにその一角をカ

メラに収め。「大盛況でした」とニュースに流すのと同じ手法のような気がしました。 

 
 結局、片道だけ高速に乗って ETC を使いました。 
 高速を降りると。『料金は１０００円でした』とか ETC がしゃべっていました。 
 ちゃんと千円の請求が来るのでしょうね。 
 おかしな請求が起きてもおかしくないのがこうしたシステムなんですけどね。 

 



 これだけしか使わなかったら、ETC の元は引けていませんね。 
 かといって、わざわざ高速に乗ったのでは高くなるわけですしね・・・ 

 
 カメラは ニコマート EL＋ニッコール 50mm＋PK-３＋TRI-X 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ        by je2luz | 2009-05-06 09:52  

 

 

 

 

2009 年  05 月  07 日  

熊野の旅 連休総決算は？  

 連休もほぼ終わりました。 
 人によってはまだ４日もある人もいるでしょうし、元派遣の人の何割かはずっと休

みのままなのでしょうね。 
 マスコミと政府が言うように、高速道路の千円化で内需が掘り起こされたともあま

り思えませんね。 
 ほんの一瞬のために雇用が増えるとは思えませんしね。 
 世界の『環境対策』、『省エネ』とは全く逆行する施策ですから、世界中の有識者か

らの日本の口にする『環境対策先進国』と言う物に対する本質的な信用をなくしたで

しょうね。 
 排気ガスの権利の売買を推進することも日本のメッキ体質を現しているわけです

けどね。 

 
 連休後半は天気予報もあらかじめ崩れると言っていたし、本当にこの辺ではまとも

な雨になりました。 
 とても、『熊野古道』なんて歩ける状況では無かったですね。 

 
 連休の初めに『熊野古道歩きの人』が少ないと書きましたが、考えてみると増えな

くて当たり前ともいえるのです。 



 『熊野古道』を歩いている人は元々『一年中連休』の年代の人が多いのです。 
 連休でなければこんな遠くまで来られないなんてファミリーはほとんど居ないの

ですから、国道を走る車が増えてもハイカーは増えなくて当たり前ですね。 
 でも、２・３・４辺りに増えていた車の行き先はどこだったのでしょうね？ 
 かなりの部分は帰省者なのですが… 
 オートバイの連中は『走ることに意義あり！』なのですから、『紀伊半島』『国道４

２号線』に来ているのですから分かるのですけどね。 
 一般車両の行き先は、熊野三山？太地の水族館？串本の海中公園？？？ 
 そうしたところは多少混んだのでしょうね。 
 駐車場もそんなに大きくないから大変でしょうね。 
 食堂なども、普段の客で維持できるだけしか残っていませんから、これまた大変だ

ったでしょう。 
 これが田舎の観光地の弱みですね。 
 宿泊も残っている旅館はほんの少しですし、急場しのぎに「モーテル」に入ろうに

もそれも限られていますからね。 

 
 このように辺鄙なところを旅するときは『野宿』が一番なのです。 
 夜中の道の駅の駐車場などにはそうした車がずらりと並びます。 
 それを見ると、『連休なんだなあ…』とか『夏休みに入ったんだなあ…』などと感

じます。 
 今はいい時代です。 
 各市町村に一箇所くらいずつ『道の駅』があります。 
 『水洗トイレ』『飲料水』が確保され無料です。 
 大も小も心配ないし、ゴミも捨てられるし、駐車場には常夜灯がついているし、何

台も並ぶので安心だし… 

 
 ちなみに… 
 国道４２号線でも高速道路終点以南で… 
 『大台』『大宮』『紀伊長島』『海山』『熊野』『御浜』『紀宝』 と、道の駅が並んで

います。 
 平均して 15Km も離れていません。 
 お気軽に野宿旅行ができるのです。 

 
 と言うことで、この連休は最早目新しくも無く、日本中に存在する『世界遺産』で

はファミリーは呼べなかったようです。 
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2009 年  05 月  08 日  

熊野の旅 田舎の町家  

 東京などは太平洋戦争末期の空襲で街が焼かれたので、古い建物が残っているとこ

ろは少ないようです。 
 それに、高度成長期やバブル期のような狂乱的な開発の嵐で消えていった町並みや

古い住宅が沢山あります。 
 お屋敷街では木々に囲まれていたおかげで生き延びた邸宅もかなりあるようです

が、いわゆる『町家』は生き残りにくいようです。 
 木造でもきちんと建てられ、きちんと管理されていれば、庶民の家でも１００年は

もつはずなのですけどね。 

 
 家にペンキを塗る習慣の無い日本では外回りに自分で手を入れる習慣が育ってい

ませんね。 
 外の羽目板を打ち替えるなんてことも、よほどでないとしません。 
 だから、今の住宅の寿命はうんと短くなっているようです。 
 国の方も、以前の基準では、「木造住宅の耐用年数・25 年」なんて考えていた時代

もあります。 
 戦後の復興期に、「バラック建築」を公認するためのようなものでした。 
 普通に建てれば１００年以上、手入れをすれば２００年でも…そんな日本建築がそ

の時代から「使い捨て」になってしまったのです。 
 そうした、日本人が「家を守りする」と言うことを忘れた結果、田舎に残された明

治・大正・昭和と時代によって少しずつ様式が移って来た町家もどんどん荒れていっ



ていますね。 

 
 町並みが揃わないのもこうした建物が消耗品になったせいもあるでしょう。 
 たまたまそうした建て替えによる景観の破壊から守られた町並みのあるところで

は、条例などを作って保護に乗り出しているようですね。 
 木本のような田舎では、古い屋並の中の町家は住みにくいので、昭和の中頃からは

地元に残った跡継ぎも新興住宅地に移って行き、親たちが残ることになりました。 
 時代が更に進むと、子供たちが全部外に出てしまうようになりました。 

 
 先で誰かが住むという当ても無い…そして、最早住む人が居なくなった家々はどん

どん傷み、荒れて行きます。 
 まだ。木本などは『町』ですから、山間部のように木々に覆われた廃屋が点在する

…と言うことはありません。 
 しかし、順番に取り壊されて『更地』が増えてゆくだけです。 
 その『更地』のほとんどは永久に更地で残りそうなのが困り物なのです。 

 



 この建物も大正末期から昭和初期のものかと思いますが、最早住宅には使われるこ

とが無く、倉庫と化しています。 
 人が消え、建物が消え…町の歴史も消えてゆきます。 

 
 そこに誰が住んでいたのか… 
 自分の町がどんな町だったのか… 
 知っても仕方ないことですが、知らないままで終わるのも寂しいことですね。 
 もはや、語る人も居なくなりつつあります。 
 カメラは  ツァイス・ウエラ III 
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2009 年  05 月  09 日  

熊野の旅 町の遺産では？ 木本上水道  

 以前にも書きましたが、熊野市木本町はこの地方の中心として栄えました。 
 熊野川河口から始まる、『七里御浜』の名前の通り、20Km ほどの緩やかな砂利浜

の終わりの地点、緩やかな「浜街道」も終わるところです。 
 これから伊勢までは山又山…海沿いも入り江と岬の繰り返す難路です。 
 海路を行くにも沖に出れば黒潮に流され、ジョン万次郎になるし、岸を伝うと座礁

して神武の軍勢のようになるし… 
 木本は旅人が難関に挑む身支度をする場所、江戸や尾張・伊勢から来た人は、よう

やく平地にたどり着き一休みする場所だったのです。 
 支配者にとっても、「奥熊野代官所」を置くほどですから、目の届く最後の場所で

もあったのでしょう。 
 霊場熊野の入り口・出口だったわけです。 

 
 しかし、波打ち際から山すそまで数百メートルしかない狭い土地です。 
 地盤は砂利浜が半分を占めます。 
 山は急でまともに屋敷も畑も作れません。 
 昔で言えば、『貧乏な土地』の代表みたいな条件なのです。 
 大きな川もなし、井戸を掘ろうにも下が砂利なので崩れてしまい掘れない… 
 危ない目をして無事に掘っても、塩水が逆流して飲み水にならない… 

 
 そんな土地に住み付いて、商いと材木と漁で生きようとしたのです。 
 生きるためには『水』が要ります。 
 飲み水の確保が出来ないと町は大きくなれません。 
 木本の人は、江戸時代から、竹や木と使った樋で街中まで山水を引き。何とか生き

てきたのです。 
 ローマ帝国の水道みたいには行きませんが、小さな町が総力を挙げて水を引いてい



たのです。 
 その時代の水を受けていた大きな石の水槽が何個か残されています。 
 木本の歴史を語る上でぬくことの出来ない文化財です。 

 
 この木本が近代的な町になったは「上水道」が完成したときからです。 
 先日も少し書きましたが、昭和 11 年 11 月 23 日に供用開始された『木本上水道』

です。 
 水源は、古代から木本を支えた、『西郷川・にしごがわ』の最上流部です。 
 最上流部といっても、鬼ヶ城東口の河口から 1Km ほどしかありません。 
 たったそれだけ遡るだけで、海抜数十メートルになり、自然流下方式で木本全域に

給水できるほど山が急なのです。 
 水量が少ないので、当初から大きな貯水池・調整池を作ったものです。 
 今はそれらの池は役割を終えて、沈殿・ろ過池などは干し上げられています。 

 
 戦前の建造物らしい、少しデザインを施された施設が山間に眠っていますが、今で

は誰も訪れないようです。 

 

江戸時代だとか古代だとか言うと興味を持つ人が多いのですが、「昭和期」となると

中途半端なのか興味を示されないことが多いですね。 
 この当時の木本町は「中西駒彦町長」を先頭に、街づくり、都市計画に奔走した時

代です。 
 こうして作った「上水道」は県下の田舎町ではダントツに早かったものです。 
 全国を見ても、大都市を含めて上水道普及率が 3 割の時にこんな田舎町がやったの

ですからね。 
 さらに、木本の中心街、熊野市の中心街になった『記念通り』を計画し建設に踏み

切ったのもこの時代です。 
 まだ、自動車なんてほとんど無い田舎で、二車線で両側に歩道をつけた道を田んぼ

の真ん中に作ったのです。 



 こうした先輩諸氏の意気込みを残すものはもうほんのわずかです。 
 この「木本上水道」もそうしたものの一つです。 
 使わないから・・・と捨て置くにはもったいないものですね。 
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2009 年  05 月  10 日  

熊野の旅 手造り感のある近代化 木本上水道 2  

 明治。大正・昭和と明治維新以来、日本は一気に近代化を図りました。 
 木と紙と石と漆喰でほとんどの建造物を作ってきた古来からの手法に、セメントと

レンガと鉄が加わって、それを使うことが近代化であるということで多用されていま

した。 
 見よう見まねの様なレンガ造りが流行った明治期から少しずつ使いこなしたとい

うか、自分達流にデザインを変えて溶け込んでいったのですが、やはり、時代ごとに

「はやり」があるので、何となく時代を感じることが出来るものです。 
 「はいから」から「モダン・モダーン」へという風にそうしたものの呼び方も変わ

って行ったようですね。 
 この『木本上水道』などは、町の近代化のシンボルです。 
 今作ると、ものすごく機能美を表に出すか、意味も無く変な装飾物を付け加えるか

するところですね。 
 機能美は良いにしても、へんてこなオブジェに大金を投じるおかしな風潮が公共物

にはありますからね。 

 
 昭和１０年１１年という日本帝国が元気だった時期、しかし、富国強兵のたどり着

いた軍国主義がはびこり火を噴く寸前の時代に作られた建造物です。 
 当時としては大事業だったと思われます。 
 第一、コンクリートも今のように生コンプラントからミキサー車でピストン輸送と

いうわけではなく、現場練りで打ち上げていったものだと思います。 
 いまでも、４トン車がまともに入れない道路の行き止まり部分、更に階段で上ると

ころに巨大なコンクリート製のプールを築き上げたのです。 
 砂利も砂もセメントもおそらく牛車と人力で運び上げたものと思われます。 
 当時は資材に比べ人件費が安かったわけですが、まさに人海戦術だったのでしょう。 

 
 



 

 補修点検に使う通路の手すり部分などには、職人さん手造りの手すりが施されてい

たりします。 
 そして、階段も無理やり斜面を加工して直角に設置するのではなく、少し斜面に沿

わせた角度で作られています。 
 無理に山を加工するよりこの方が丈夫なのかもしれません。 
 まだまだこの時代では、人間の土木技術が自然を押しつぶせるなんて過信は生まれ

ていなかったようです。 
 水も、「吸い上げればよい」「川はせき止めればよい」という不遜な考えではなかっ

たようです。 
 まあ、今なら憲法上の問題も生じかねないのですが、この敷地内には小さな祠が祭

られています。 

 

 
 この浄水場が現役だった時代には厳重管理され立ち入り禁止だったわけですから、



職員さんが管理してきたものと思われます。 
 何を祀ったのか・・・ 
 「龍神さん」？「山ノ神」？・・・ 
 調べてもいませんが、今でも祀られています。 

 
 祠の大きさと基台の大きさが釣り合いませんね。 
 おそらく、当初祀られた時の祠はもう少し大きかったものと思われます。 
 高校時代に忍び込んだことのある場所ですが、この祠は全く記憶にありません。 
 作られてから２５年ほどの時期ですから、まだ最初の祠があった頃だと思うのです

がね。 

 
 このように、手造り感があり、人間臭さも残っている昭和初期の建造物です。 
 しかし… 
 立ち入り禁止で、人を寄せ付けないようにして守られてきた「上水道水源」ですか

ら、バリバリ現役の時でもこの場所を知らない人ばかりでした。 
 たまたま、祖父がこの当時の町政に関わり、その話を聞いたことがあり、自分自身

は余りよろしくない学生だったのでここに忍び込んで弁当を食べたりした経験があ

るので、親しみがあるだけなんです。 
 家と学校の間しか知らずに育った子供よりは、ガキ大将とかよからぬ学生の方が少

し見聞が広いようです。 
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